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令和７年１２月３１日 

時点の里町の人口 

     ９２０人 

  男  ４６３人 

  女  ４５７人 
６５歳以上  

      ４９２人 

晴
れ
や
か
な
門
出
『二
十
歳
の
つ
ど
い
』開
催 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

希
望
を
胸
に
新
た
な
一
歩 

 １月３日（土）里公民館大ホールにて『令和８年二十歳のつどい』が開催されました。色鮮やかな振

袖や凛としたスーツに身を包んだ８名が晴れやかな表情で会場に集まりました。当初は午前１０時か

ら開始予定でしたが高速船の欠航が心配されたため、 結lineこしき で来島する成人者や恩師の到

着を待って午後１時から式典が開催されました。二十歳を代表して南薗樹さんが登壇。「これまで受

け取った支えを感謝の気持ちと行動で社会に貢献していくこと、それが私たちに課せられた使命であ

り決意です」と力強く二十歳の誓いを述べました。 

二十歳という節目を迎えられた皆さんの前途には、無限の可能性が広がっています。 

        それぞれの夢に向かって、飛躍と幸せを心より応援しています。 

溝上すずさんのピアノ伴奏で校歌を斉唱 二十歳を代表して南薗樹さんが謝辞 

 

◆

新

年

の
あ

い

さ

つ 

 
 

里
地
区
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
協
議
会
会
長 

岸 

広
徳 

  

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
旧
年
中
に
賜
り
ま

し
た
皆
様
か
ら
の
ご
支
援
、
ご
協
力
に
厚
く
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

 

里
町
の
人
口
は
昨
年
の
十
二
月
現
在
で
九
一
九
人 

(

高
齢
化
率
五
三
・六
％)

と
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化

が
進
み
、
地
域
活
動
の
存
続
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
地
域

が
一
つ
に
な
っ
て
様
々
な
行
事
が
行
わ
れ
、
新
た
な
地
域

活
動
の
取
組
み
が
広
が
っ
た
一
年
で
し
た
。 

 

ま
た
、
昨
年
六
月
に
は
時
間
雨
量
一
三
〇
ミ
リ
を
超

え
る
大
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
が
発
生
し
て
床
上
浸
水
七

世
帯
、
床
下
浸
水
十
七
世
帯
の
被
害
を
受
け
、
ひ
と
り

ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
持
ち
、
安
全
・安
心
の
大
切
さ

を
心
に
刻
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
皆
で
手
を
取
り
合
え

る
、
つ
な
が
り
を
持
て
る
、
そ
う
し
た
町
、
そ
う
し
た
人

や
地
域
と
の
関
係
性
が
大
事
だ
と
改
め
て
痛
感
し
た
出

来
事
で
し
た
。 

 

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
引
き
続
き
ご
指
導
と
ご
協
力
を

賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
本
年

が
災
害
の
な
い
一
年
で
あ
り
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。 
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